


116年度予算きまるl

¥' I入

県民の台所 建物
7 7 2億41 9 0万4千円

向こう 1カ年、富山県民のくらしを方

向づける i'b{山県民 の台所」ともいうべ

き46年度一 般会計予算は、 2月定例県議
会におし、て、 772億 4 1 9 0万 4 下円

とがとまりました。

中田知事は、予算編成の北本 )j針とし

て、 45年皮にづ|きつづき、 「住みよい富

山県をつくる J I富 山県に繁栄をもた ら

す J I若い世イ℃を育てる」の 3本のれを

立て、肉付けしました。

内各作Jには、公害対策、社会福祉、道

路料備など、 くらしを守る生活環境の繋

備に 6抗厄if()点l

f判l川(主な.とどc、数多くの新規事業が盛り込まれ

ています。(4 --12ページに関連記事)

-表紙

井波の獅子頭
約 200年前、井波瑞泉寺建立にさいし、丹
波に招かれた京都の名工前川三間郎は、数多

くの傑作を残している。そのとき地J亡の大工

さんが、彼の妙技を学んだのが、 J!'i皮木彫の
/;.fi;まりといわれている。

木彫は、住宅用欄lilJ、獅子泊、つい」之、遺
物、パネノレなど多彩であるが、なかでも大き
な.f1，;Jの木を彫り込んで作る獅 f-踊づくリがさ
かんである。

金色、朱、黒、そして白木の木日を生かし
たものなど、大小さまざま。

-4企j!Iは、祭礼用がド火となったといわれる
が、商売繁昌、魔よけなと'材:起のiB物として
公社ゃー般家庭用として、全l詞ii--j也から注文
が殺到して、製作にjJlわれている。



みんなの県政

栄』繁

介

と『愛

業事

た

規

し

新

化

な王

格

46年度

本

みんなの県政

主幹歳出予算の割合

2億4，046万円

「
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
」

「
富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
」

「
若
い
世
代
を
育
て
る
」
の
三
つ
の

基
本
方
針
に
基
づ
い
て
編
成
さ
れ
た

昭
和
四
十
六
年
度
の
予
算
は
、

一
般

会
計
、
特
別
会
計
を
通
じ
、
総
額
九

六
三
億
八
、
四
二
三
万
円
、
前
年
度

に
比
べ
て
一
五

・
五
軒
の
伸
び
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
、
七
七
二

億
四
、

一
九

O
万
円
と
前
年
に
比
べ

て
一
五

・
三
.計の
伸
び
と
な
り
ま
し

た
。
災
害
復
旧
費
を
除
け
ば
二

0
・

九
軒
の
伸
び
率
と
な

っ
て
お
り

ま

す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
は
八
月
豪
雨

の
災
害
復
旧
費
が
異
常
に
ふ
く
れ
あ

が
っ
て
い
た
め
で
す
。

政
策
的
に
は
「
住
よ
い
富
山
県
を

つ
く
る
」
施
策
に
、
二
四
三
億
円
。

伸
び
率
は
七

・
一
軒
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
災
害
復
旧
費
が

前
年
度
よ
り
二
五
億
五
千
万
円
も
減

っ
た
た
め
で
、
こ
れ
を
除
く
と
二

五
・
一
ず
の
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

と
く
に
力
が
入
れ
ら
れ
た
の
は
公

害
対
策
で
、
こ
れ
に
は
六
億
七
、
七

0
0万
円
を
計
上
、
前
年
に
比
べ
て

七
・
六
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
」

歳

入

歳
入
に
つ
い
は
、
ま
ず
主
な
も
の

と
し
て
、
県
税
は
前
年
に
比
べ
て
、

二
五

・
一
制
、
引
増
の
一
二
二
億
五
千
万

円
を
見
込
み
、
地
方
交
付
税
は
、

一

三

・
六
が
引
用
の
一
七
五
億
円
を
計

上
。
国
庫
支
出
金
は
一
一

・
一
行
増

の
二
五
二
億
一
千
万
円
を
計

t
し

て
、
県
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
三

九
新
と
前
年
に
比
べ
て
三

・
一
計
伸

び
て
お
り
ま
す
。

施
策
に
は
、
四
一
三
億
円
と
二
八

・

七
軒
伸
び
て
お
り
ま
す
。

こ
の
な
か
で
交
通
網
の
整
備
に
八

五
億
八
千
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
う
ち
ほ
と
ん
ど
は
県
道

の
整
備
に
あ
て
ら
れ
、
そ
の
意
味
で

は
、
こ
の
分
は
「
住
み
よ
い
富
山
県

を
つ
く
る
」
施
策
に
入
る
と
も
い
え

ま
し
ょ
う
。

「
若
い
世
代
を
育
て
る
」
施
策
に

は
一
九
六
億
円
が
つ
ぎ
込
ま
れ
、

一

六
・
八
割
引
の
伸
び
を
示
し
て
お
り
ま

す
。
う
ち
一

九
三
億
円
は
教
育
の
充

実
に
あ
て
ら
れ
る
ほ
か
、
青
年
の
船

な
ど
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
と
し
の
県
政

は
県
民
と
と
も
に
進
む
と
い
う
気
持

で
、
県
民
中
心
の
施
策
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、

一
般
会
計
予
算
中
の
新
規

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

4 

.2，654，000 
(3.4%) 

一般会計予算

6億694万円

11億9，100万円

5 
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くるい富山県をつ-住みよ

担
お
よ
び
へ
き
地
医
療
、
救
急
医
療

を
確
保
す
る
た
め
の
医
療
体
制
整
備

計
画
の
策
定
と
調
査
を
行
な
う
。

V
薬
事
衛
生
教
育
費
(
三
三
九
〉

薬
の
正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
る
た

め
、
薬
事
リ
ー
ダ
ー
五

O
人
を
養
成

し
て
、
消
費
者
教
室
を
各
保
健
所
ご

と
に
開
催
す
る
。

交
通
遺
児
に
激
励
金

V
交
通
遺
児
等
、
激
励
金
(
六
、

三
七
四
)
交
通
事
故
を
は
じ
め
、
産

業
災
害
、
自
然
災
害
の
遺
児
に
た
い

し
、
昨
年
一
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

219億4528万3千円

公
害
と
災
害
を
克
服
し
て
自
然
を

保
護
し
、
緑
と
、
澄
ん
だ
空
気
と
、

清
ら
か
な
水
に
固
ま
れ
た
生
活
環
境

を
ま
も
る
こ
と
は
、
県
民
の
大
き
な

願
い
で
す
。

そ
こ
で
、
環
境
保
全
の
た
め
の
計

画
を
策
定
し
、
県
民
が
安
全
で
健
康

で
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、

努
め
る
と
と
も
に
、
老
人
や
心
身
障

害
者
な
ど
に
積
極
的
な
福
祉
対
策
を

進
め
、
光
の
あ
た
ら
な
い
谷
間
に
光

を
与
え
、
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
暖
か

い
手
が
差
し
の
べ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
健
衛
生
の
施
策
を
充

実
し
、
交
通
安
全
、
消
雪
、
過
疎
、

消
費
対
策
な
ど
の
県
民
生
活
に
密
着

し
た
こ
と
が
ら
を
実
施
し
て
、
県
民

が
ひ
と
し
く
健
康
で
文
化
的
な
生
活

が
営
ま
れ
る
よ
う
、
住
み
よ
い
県
土

を
つ
く
る
施
策
で
す
。

老
人
医
療
費
に
助
成

V
老
人
医
療
助
成
費
(
六
二
、
七

五
一
千
円
)
老
人
の
医
療
費
の
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
、
市
町
村
と
協
力

し
て
、
こ
と
し
十
月
か
ら
、
七
十
五

歳
以
上
で
老
令
福
祉
年
金
の
所
得
制

限
を
受
け
な
い
人
を
対
象
に
、
本
人

負
担
の
%
(
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
-事
故
時
に
一
万
円
、
小
学
校
入

学
時
に
一
万
円
を
贈
る
。

青
い
空
を
と
り
も
ど
そ
う

V
中
小
企
業
公
害
防
止
施
設
整
備

奨
励
金
(
一
二
九、

六
六
六
)
公
害

防
止
施
設
な
ど
の
整
備
を
促
進
す
る

た
め
の
融
資
で
、
融
資
限
度
一
千
万

円、

貸
付
利
子
年
五
軒
、
償
還
期
限

七
年
、
融
資
総
枠
三
億
六
千
万
円
。

V
大
気
汚
染
テ
レ
メ
ー
タ
l
導
入

と
常
時
監
視
所
建
設
費
(
一
一
一
六
、
九

五
O
)
富
山、

高
岡
、
新
湊
の
常
時

監
視
所
の
テ
レ
メ
ー
タ
l
化
と
富
山

の
場
合
の
例
)
を
助
成
す
る
。

V
重
度
身
体
障
害
者
福
祉
事
業
費

(二
、
五
一
七
)
家
に
い
る
重
度
の

身
体
障
害
者
を
、
医
師
、
看
護
婦
、

ケ

l
ス
・
ワ
l
ヵ
ー
が
い
っ
し
ょ
に

訪
問
し
、
健
康
診
査
、
更
生
相
談
を

行
な
う
。
ま
た
、
日
常
生
活
に
必
要

な
浴
そ
う
、
瞬
間
湯
沸
し
器
、
便
器

な
ど
の
給
付
も
行
な
う
。

V
母
子
家
庭
対
策
事
業
費
(
二
五

O
)
母
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
は
、
母

子
学
級
な
ど
に
招
か
れ
て
も
、
勤
務

な
ど
の
都
合
で
参
加
で
き
な
い
場
合

が
多
い
。
夏
期
休
暇
を
楽
し
め
る
よ

う
、
県
内
の
海
浜
三
カ
所
に
「
憩
い

の
家
」
を
特
設
す
る
。

市
呉
羽
と
新
湊
市
今
井
地
区
に
常
時

監
視
所
を
増
設
す
る
。

V
水
質
汚
濁
常
時
監
視
所
建
設
費

(九、

一
八
二
)
小
矢
部
川
下
流
に

シ
ア
ン
、
酸
化
還
元
電
位
、
P
H
、

溶
存
酸
素
、
水
温
、
濁
度
な
ど
の
常

時
自
動
記
録
所
を
新
設
す
る
。

V
ブ
ル

l
カ
ス
イ
計
画
調
査
費
(

一
、
三
二
八
)
富
山、

高
岡
、
新
湊

地
域
の
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚

染
防
止
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十
年

の
目
標
値
を
設
定
し
、
実
態
を
調
査

し
て
、
青
い
空
を
と
り
も
ど
そ
う
と

す
る
も
の
。

V
重
金
属
環
境
大
気
調
査
費
(
三

、
六
O
四
)
ば
い
煙
を
発
生
す
る
事

業
所
の
周
辺
八
地
域
で
、
大
気
中
の

浮
遊
粉
じ
ん
お
よ
び
重
金
属
の
発
生

源
調
査
、
環
境
大
気
調
査
、
気
象
調

査
を
実
施
す
る
。

V
自
動
車
排
出
ガ
ス
環
境
調
査
費

(一

、
七
O
O
)
交
通
量
ふ
く
そ
う

地
の
大
気
環
境
の
実
態
を
は
握
す
る

た
め
、

一
酸
化
炭
素
、
窒
素
酸
化

物
、
炭
化
水
素
、
鉛
、
交
通
量
、
風

向
、
風
速
を
調
査
す
る
。

V
水
質
環
境
基
準
調
査
費
(
三
、

O
一
九
〉
国
の
定
め
た
人
の
健
康
に

係
る
環
境
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か

ど
う
か
、
主
要
三
十
七
河

川
を
調

査
。
ま
た
、
利
水
な
ど
各
河
川
の
目

的
に
応
じ
、
国
の
定
め
た
生
活
環
境

に
係
る
環
境
基
準
に
あ
て
は
め
る
た

V
精
神
薄
弱
者
(
児
)
通
園
施
設
整

備
費
(
八、

O
八
八
)
旧
氷
見
市
民

病
院
診
療
室
の
一
部
を
利
用
し
て
、

精
神
薄
弱
児
の
保
護
の
た
め
、

「野

の
草
作
業
場
」
を
鉄
筋
平
屋
建
て
に

改
築
。
定
員
三
十
名
の
、
県
下
で
初

め
て
の
精
神
薄
弱
児
通
園
施
設
を
つ

く
る
。V
保
育
専
門
学
院
改
築
費
(
一

O

二
、
四
三
O
〉
校
舎
が
老
朽
化
し
た

た
め
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建

て
に
改
築
す
る
。
体
育
館
は
四
十
七

年
度
に
建
設
予
定
。

V
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
(
一
四

、
0
0
0
)
こ
ど
も
の
成
長
に
よ
っ

て
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
象
外
と
な

め
、
主
要
三
十
一
河
川
の
水
質
調
査

を
す
る
。
V
公
害
防
止
計
画
策
定
費
(
二
、

四
四
O
)
国
の
計
画
予
定
年
次
に
先

が
け
て
、
今
年
度
か
ら
公
害
の
著
し

い
地
域
お
よ
び
恐
れ
の
あ
る
地
域
の

公
害
防
止
計
画
に
取
り
組
む
も
の

で
、
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
な
ど
の

目
標
値
を
つ
く
る
。

V
産
業
廃
棄
物
処
理
対
策
推
進
費

(五
、
九
三
五
〉
産
業
廃
棄
物
の
実

態
調
査
と
、
将
来
予
測
さ
れ
る
産
業

廃
棄
物
の
収
集
や
処
理
方
法
の
基
本

計
画
を
つ
く
る
た
め
、
学
識
経
験
者

や
産
業
界
代
表
の
衆
智
を
集
め
て
広

域
計
画
の
推
進
を
は
か
る
。

V
公
害
測
定
車
購
入
費
三
六
、

五
O
O
)
亜
硫
酸
ガ
ス
、
窒
素
酸
化

物
、
フ
ッ
素
、

一
酸
化
炭
素
、
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
な
ど
を
測
定
す
る
た
め
、

測
定
車
を
購
入
す
る
。

V
公
害
セ
ン
タ
ー
試
験
機
器
等
整

備
費
(
二
九
、
0
0
0
)
=
百
年
計

画
で
、
公
害
セ
ン
タ
ー
の
試
験
検
査

お
よ
び
、
研
究
に
必
要
な
機
器
な
ど

の
整
備
充
実
を
は
か
る
。

マ
衛
生
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
費
(

二
七
五
、
七
八
三
)
公
衆
衛
生
、
環

境
衛
生
及
び
公
害
対
策
の
基
礎
と
な

る
試
験
検
査
、
研
究
部
門
の
高
度
化

を
は
か
る
た
め
、
相
互
に
密
接
な
関

連
を
有
す
る
衛
生
研
究
所
、
公
害
セ

ソ
タ
ー
な
ど
を
統
合
し
、
新
た
に
衛

自然ぽ護lζっとのよう

っ
た
寡
婦
の
方
に
、
寡
婦
福
祉
資
金

を
貸
し
付
け
る
。

V
白
皇
山
保
護
国
施
設
整
備
助
成

費
(
一
二
、
0
0
0〉
心
身
に
著
し

い
欠
陥
が
あ
り
、
独
立
し
て
日
常
生

活
が
で
き
な
い
人
を
収
容
し
て
い
る

施
設
。
老
朽
の
た
め
、
四
十
四
年
度

に
一
部
移
転
改
築
し
た
八
尾
町
福
島

地
内
に
、
さ
ら
に
九
十
名
の
収
容
棟

を
増
築
す
る
補
助
金
。

V
黒
部
保
健
所
庁
舎
改
築
費
(
五

七
、
六
二

O
)
黒
部
保
健
所
を
近
代

的
に
整
備
拡
充
す
る
た
め
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
二
階
建
庁
舎
を
移
転

改
築
す
る
。

V
口
腔
衛
生
予
防
対
策
事
業
費
(

三
九
一
〉
じ
よ
う
ぶ
な
体
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
虫
歯
予
防
が
最
も
大
切

な
の
で
、
幼
児
二
、
五
O
O人
に
、

ふ
っ
素
塗
布
を
行
な
う
。
ま
た
、
妊

婦
に
歯
の
衛
生
を
守
る
よ
う
、
啓
蒙

活
動
を
行
な
う
o

v粗
大
ゴ
ミ
処
理
施
設
整
備
促
進

費

(
四
五
二
)
一
般
家
庭
な
ど
か
ら

で
る
組
大
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
た
め
の

実
態
調
査
と
、
広
域
的
に
処
理
す
る

た
め
の
計
画
を
策
定
す
る
。

V
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
推
進

費
(
二
、
七
七
五
)
公
的
病
院
の
医

師
不
足
、
赤
字
経
営
改
善
の
た
め
、

医
療
体
制
の
再
編
成
を
は
か
る
。
市

町
村
立
病
院
な
ど
の
配
置
と
機
能
分

6 

立山ルートは6月開通

生
総
合
セ
ン
タ
ー
を
四
カ
年
計
画
で

設
置
す
る
。
今
年
度
は
公
害
部
門
を

建
設
。V
カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
地
農
業
対
策

展
示
施
設
費
(
三
二
二
〉
カ
ド
ミ
ウ

ム
に
よ
る
汚
染
土
壌
の
改
良
対
策
と

し
て
の
効
果
が
期
待
さ

れ

る
処
理

を
、
現
地
で
小
規
模
に
実
施
し
、
効

果
を
検
討
す
る
展
示
ほ
を
作
っ
て
調

査
す
る
。
V
下
水
道
基
本
調
査
費
(
一
四
、

五
O
O
)
工
場
排
水
な
ど
に
よ
る
河

川
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、

さ
き
に
水
質
保
全
の
指
定
を
う
け
た

小
矢
部
川
流
域
新
産
業
都
市
区
域
を

流
域
に
も
つ
下
条
川
流
域
に
、
流
域

下
水
道
を
設
置
す
る
た
め
の
基
本
調

査。
V
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
設
置
費
(

二
四
、
八
八
六
〉
上
平
村
、
平
村
の

産
業
開
発
と
社
会
生
活
機
能
の
維
持

向
上
に
、
そ
の
拠
点
と
な
る
施
設
を

四
十
五
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
、

鉄
筋
三
階
建
て
建
設
。
集
会
、生
活
改

善
、
宿
泊
施
設
な
ど
に
総
合
利
用
で

き
る
q

総
事
業
費
七
、
七
O
O万
円
。

V
県
単
独
山
村
振
興
事
業
費
(
五

一
六
五
)
山
村
振
興
法
に
基
づ
く

適
格
市
町
村
の
う
ち
、
新
産
業
都
市

区
域
内
で
指
定
困
難
な
六
町
村
に
対

し
、
県
単
独
で
農
林
漁
業
特
別
開
発

事
業
を
三
カ
年
で
実
施
す
る
。

一
市
町
村
平
均
二
五
O
万
円
で
毎

7 
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二
市
町
村
を
指
定
す
る
。

V
集
落
整
備
事
業
費
(
一
五
、

一

五

O
)
経
済
企
画
庁
の
集
落
再
編
モ

デ
ル
事
業
を
行
な
う
山
田
村
の
、
奥

地
、
過
疎
集
落
の
整
備
事
業
に
対
し

補
助
す
る
も
の
で
、
個
人
住
宅
に
対

す
る
利
子
補
給
、
住
宅
団
地
の
建
設

に
伴
な
う
公
共
施
設
の
整
備
、
跡
地

の
開
発
に
伴
な
う
諸
施
設
を
、
二
カ

年
継
続
で
行
な
う
。

V
へ
き
地
医
科
大
学
負
担
金
(
四

O
、

0
0
0
)
へ
き
地
病
院
な
ど
に

勤
務
す
る
医
師
養
成
の
た
め
、
都
道

府
県
が
協
同
し
つ
く
る
医
科
大
学
設

置
の
負
担
金
。

四
十
七
年
四
月
開
校

の
予
定
で
定
員
一

O
O名V
転
落
学
級

救
済
(
九
、
五

九
四
〉
本
県
に

お
い
て
も
、
年

々
過
疎
現
象
が

深
刻
化
し
、
過

疎
地
域
で
は
小

学
校
の
児
童
数

が
減
少
。
複
式

学
級
が
増
加
し

て
い
る
の
で
、

今
年
度
は
四
学

級
か
ら
二
学
級

に
減
っ
た
小
学

校
に
対
し
て
、

教
員
一
名
を
増

や
す
。
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会 審段品鷲謀、

-富山県に繁栄をもたらす

交通安全はみんなの願 い

V
融
雪
装
置

試
験
調
査
費
(

七
、
五

O
O
)

雪
克
服
対
策
と

し
て
、
工
場
廃

水

を

利

用

し

て
、
消
雪
実
験

d r ~ . 

農
林
水
産
業
、
商
工
業
な
ど
産
業

の
振
興
を
図
っ
て
、
本
県
に
繁
栄
を

も
た
ら
す
こ
と
は
、
中
田
知
事
の
公

約
の
一
つ
で
す
。

287億9760万3千円

し
か
し
、
企
業
の
繁
栄
は
、
人
間

尊
重
の
精
神
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
県
で
は
か
公

害
な
き
繁
栄
d

を
め
ざ
し
ま
す
。

こ
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
中
小
企

業
な
ど
の
構
造
改
善
、
近
代
化
に
努

め
、
転
換
期
に
あ
る
農
業
に
つ
い
て

は
、
土
地
基
盤
整
備
、
農
村
の
近
代

化
な
ど
、
総
合
農
政
の
推
進
が
図
ら

れ
ま
す
。

そ
の
他
、
河
川
の
総
合
開
発
、
臨

海
工
業
地
帯
の
建
設
な
ど
を
進
め

て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域
発
展

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
と
く
に
、
産

業
発
展
の
基
盤
と
な
る
地
方
道
路

網
と
北
回
り
新
幹
線
、
北
陸
自
動
車

道
、
新
空
港
な
ど
、
県
民
の
生
活
を

よ
り
よ
く
す
る
基
幹
交
通
網
の
整
備

に
力
是
注
ご
う
と
す
る
施
策
で
す
。

土
地
の
有
効
利
用
を
計
画

V
有
料
道
路
調
査
費
三
二
、

0

0
0千
円
)
最
近
の
急
速
な
自
動
車

交
通
量
に
対
応
し
て
、
国
土
の
総
合

的
な
開
発
と
経
済
発
展
の
た
め
に
、

一
般
道
路
と
併
わ
せ
て
、
有
料
道
路

を
二
カ
所
で
実
施
す
る
。

V
県
単
独
消
融
雪
施
設
費
(
四

三
、
三
五

O
)
ロ
l
ド

・
ヒ
l
テ
ン

グ
を
二
カ
所
。
消
雪
パ
イ
プ
工
事
を

行
な
う
た
め
、
五
カ
所
で
井
戸
掘
を

行
な
う
叶
V
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
建
設
費

(
二
二
、

O
六
四
〉
県
民
会
館
四
階

に
三
二

O
平
方
財
の
ス
ペ
ー
ス
を
と

り
、
か
し
こ
い
消
費
者
ε
つ
く
り
の
た

め
、
消
費
物
資
の
テ
ス
ト
、
苦
情
相

談
、
買
物
相
談
、
消
費
者
教
育
な
ど

を
行
な
う
。

武
道
館
を
建
設

V
社
会
教
育
振
興
費
補
助
金
(
二

、

0
0
0
)
最
近
の
急
激
な
社
会
変

動
に
対
処
し
て
、
青
年
教
室
、
若
妻

教
室
、
高
令
者
学
級
を
開
設
し
て
、

県
民
の
学
習
機
会
の
拡
大
と
、
人
間

能
力
の
再
開
発
に
つ
と
め
る
。

V
派
遣
社
会
教
育
主
事
実
施
費
(

一
、
二
九

O
)
社
会
教
育
の
画
期
的

な
振
興
を
図
る
た
め
、
現
在
の
教
員

の
中
か
ら
適
任
者
を
社
会
教
育
主
事

に
任
命
し
、
市
町
村
へ
派
遣
す
る
。

こ
と
し
は
三
名
予
定
。

V
県
民
教
養
講
座
開
設
費
(
八
二

O
)
一
般
成
人
を
対
象
に
、
こ
と
し

八
月
か
ら
十
月
ま
で
、
毎
週
土
曜
日

に
九
回
開
催
す
る
。
人
文
社
字
、
社

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
整
備
す
る
た

め
、
四
十
六
年
度
か
ら
有
料
道
路
に

必
要
な
調
査
、
資
料
を
収
集
す
る
。

V
富
山
県
道
路
公
社
出
資
金
等
支

出
金
(
七
六

O
、

0
0
0
)
地
方
道

路
公
社
法
制
定
に
伴
な
い
、
富
山
県

道
路
公
社
を
設
立
。
と
り
あ
え
ず
県

道
富
山
立
山
公
園
線
の
一
部
立
山
ル

ー
ト
を
、
有
料
道
路
と
し
て
整
備
す

7
G
。公
社
運
営
資
金
と
し
て
、
出
資
金

七
億
円
、
貸
付
金
六
千
万
円
。

V
富
山
空
港
整
備
費
(
二
六
、
六

二
O
)
飛
行
機
の
着
陸
に
際
し
、

天

会
科
学
、
自
然
科
学
の
三
コ

l
ス
は

定
員
二

O
O名
。
社
会
教
育
コ

l
ス

は
定
員
一

O
O名
。
受

講

料

は

無

料
。V

松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
開
催
費

つ
つ

C
G
O
)
、
西
洋
美
術
の
精

粋
を
鑑
賞
で
き
る
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
を
、
富
山
県
で
は
じ
め
て
、
こ

と
し
の
秋
開
催
。

V
武
道
館
建
設
費
(
一
七

O
、
四

七
六
)
柔
剣
道
の
道
場
と
し
て
、
一

O
O人
が
同
時
に
練
習
で
き
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
武
道
館

を
つ
く
る
。
研
修
、
合
宿
施
設
、
更

衣
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
を
も
っ
近
代
的
な

施
設
と
す
る
。

富
山
駅
裏
、
市
体
育
館
隣
り
に
明

春
完
成
の
予
定
。

V
冬
期
国
体
ス
キ
l
競
技
会
誘
致

費
補
助
金
(
一

、
二
O
O〉
昭
和
五

十
年
開
催
予
定
の
国
体
冬
期
ス
キ
ー

競
技
会
を
誘
致
し
、
県
民
の
冬
期
ス

ポ
ー

ツ
を
振
興
す
る
。
こ
と
し
は
、

誘
致
委
員
会
を
設
け
て
誘
致
活
動
を

推
進
、
選
手
と
審
判
員
の
養
成
強
化

に
つ
と
め
る
。

V
ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
建
設
費

(一

四
、
二
二

O
)
少
年
サ

ッ
カ
ー

や
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
、
ひ
ろ
く
休

育
活
動
に
提
供
す
る
た
め
、
県
消
防

学
校
跡
(
富
山
市
湊
入
船
町
〉
に

一

万
平
財
の
グ
ラ
ン
ド
を
造
成
。
更
衣

ロ
ッ
カ
ー
、
シ
ャ
ワ
ー
を
備
え
た
ク

候
が
悪
く
滑
走
路
の
位
置
や
方
向
が

わ
か
り
に
く
い
場
合
の
た
め
、
指
示

灯
を
設
置
し
て
、
進
入
角
度
を
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
視
認
さ
せ
、
着
陸
の
安
全

を
は
か
る
。

V
土
地
利
用
計
画
策
定
費
(
一
、

0
0
0
)
生
活
環
境
保
全
な
ら
び
に

合
理
的
な
土
地
利
用
を
は
か
る
た

め
、
現
在
の
各
用
途
別
利
用
計
画
を

調
整
。
こ
ん
ご
の
土
地
需
要
量
の
推

計
、
利
用
区
分
と
そ
の
配
置
、
主
要

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
調
整
な
ど
を
基

準
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
を
目
標
と

す
る
県
内
全
域
の
具
体
的
な
土
地
利

用
の
、
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
。

野菜の特産地園芸をすすめる

V
環
境
保
全

計

画

策

定

費

(
六
四
八
)
公

害
、
自
然
破
壊

な
ど
、
生
活
環

境
の
悪
化
に
対

処
し
て
、
県
民

の
生
活
環
境
の

保
全
を
は
か
る

た
め
、
用
途
地

域
別
の
環
境
基

準
、
環
境
保
全

の
た
め
の
施
設

計
画
、
制
度
な

ど
を
内
容
と
す

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
、
七
月
完
成
予
定
。

V
富
山
警
察
署
庁
舎
建
設
費
(
九

七
、
六
三

O
)
現
庁
舎
が
老
朽
化
し

た
た
め
、
こ
と
し
か
ら
二
カ
年
計
画

で
現
在
の
敷
地
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
地
上
六
階
建
て
の
庁
舎
を
建
設

す
る
。V
警
察
官
派
出
所
建
設
費
(
六
、

九
四

O
)
砺
波
署
戸
出
派
出
所
を
新

築
す
る
。
延
九
十
九
平
方
対
。

V
美
女
平
交
通
検
門
所
建
設
費
(

三
、

一
O
七
)
立
山
ル

l
ト
の
開
通

に
と
も
な
い
、
美
女
平
駅
上
部
に
交

通
検
門
所
を
設
置
す
る
。
完
成
は
四

十
七
年
度
の
た
め
、
こ
と
し
は
と
り

あ
え
ず
プ
レ
ハ
ブ
式
の
も
の
を
建
設

す
る
。
V
県
立
自
然
公
園
指
定
事
業
(
三

0
0
)
国
立
、
固
定
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
な
い
自
然
景
観
の
優
れ
た
地

区
の
保
全
と
、
県
民
の
野
外
レ
ク
リ

ェ
l
シ
ョ
ン
の
場
を
整
備
す
る
た

め
、
県
立
自
然
公
園
を
指
定
。
候
補

地
の
調
査
や
、
公
園
計
画
の
作
成
を

行
な
う
。

V
文
化
課
の
設
置

社
会
教
育
課
か
ら
、
芸
術
文
化
、

文
化
財
保
護
行
政
を
独
立
し
て
、
文

化
課
を
設
置
。
地
方
芸
術
文
化
の
振

興
と
文
化
財
の
保
護
を
強
化
す
る
。

8 

る
計
画
を
つ
く
る
。

V
県
民
公
園
建
設
推
進
費
(
四
、

0
0
0
)
県
民
が
自
然
に
親
し
み
な

が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ

l
シ

ヨ
ン
が
楽
し
め
る
憩
い
の
場
と
し

て
、
子
供
た
ち
の
た
め
の
「
希
望
の

森
」
を
含
め
、
射
水
丘
陵
地
帯
を
中

心
と
し
て
、
約
二
、

0
0
0か
の
県

民
公
園
建
設
の
調
査
に
着
手
す
る
。

V
上
市
川
第
二
治
水
ダ
ム
建
設
事

業
費
(
一
二
、

0
0
0
)
四
十
四
年

八
月
豪
雨
の
た
め
、
上
市
川
ダ
ム
に

多
量
の
土
砂
が
流
入
、
洪
水
調
節
機

能
が
低
下
し
た
た
め
、
現
ダ
ム
よ
り

二
J
上
流
地
点
に
第
二
ダ
ム
を
建
設

し
、
洪
水
対
策
に
万
全
を
期
す
る
。

今
年
度
は
調
査
。

農
村
に
工
場
を
誘
致

V
農
工
一
休
化
推
進
事
業
襲
(
二

三
、
七
七
三
)
農
業
構
造
の
改
善
、

工
業
の
適
正
配
置
、
生
活
環
境
の
整

備
を
、
農
村
地
域
に
お
い
て
一
体
的

に
進
め
、
農
家
所
得
の
向
上
、
地
域

社
会
の
繁
栄
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
、
工
場
誘
致
、
道
路
整
備
、
農
業

基
盤
整
備
、
就
業
者
対
策
、
公
害
防

止
、
環
境
整
備
な
ど
を
、
指
定
地
域

で
集
中
し
て
実
施
す
る
。

V
水
稲
生
産
性
向
上
施
設
導
入
事

業
(
一
四
、

O
三
八
)
基
盤
整
備
が

9 
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進
ん
で
き
た
の
で
、
大
型
共
同
育
首

圃
を
設
置
。
高
性
能
機
械
の
導
入
に

よ
っ
て
生
産
組
織
を
充
実
し
、
本
県

米
作
の
体
質
改
善
(
良
質
、
均
質
、

大
量
低
コ
ス
ト
生
産
)
を
促
進
す
る

た
め
補
助
す
る
。

V
山
村
農
山
村
農
業
近
代
化
事
業

〈五
、

二
ハ
五
)
山
村
や
農
山
村
の

農
業
は
、
平
担
部
に
比
べ
立
ち
遅
れ

て
い
る
の
で
、
蚕
業
、
畜
産
な
ど
地

域
の
特
長
を
生
か
す
作
目
を
振
興

し
、
近
代
的
な
営
農
集
団
を
育
成
し

て
、
山
村
、
農
山
村
の
農
家
の
所
得

向
上
を
は
か
る
。

V
施
設
園
芸
用
団
地
育
成
費
(

三
、
五
O
O
)
野
菜
の
特
産
地
形
成

i

!
1
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るて育を代世しミ若• 

活気あふれる港の荷役作業

を
す
す
め
る
た

め
、
富
山
、
高

岡
両
市
の
近
郊

に
集
出
荷
所
を

新
設
。
計
画
生

産
出
荷
と
共
販

体
制
の
確
立
を

は
か
る
。
V
花
き
産
地

育
成
事
業
費
(

二
O
O〉
生
活

を
豊
か
に
す
る

切
花
や
鉢
物
の

需
要
が
大
き
い

の
で
、
栽
培
者

の
組
織
守
つ
く
り

と
、
技
術
交
流
、
計
画
生
産
、
流
通

対
策
を
進
め
て
産
地
を
育
成
す
る
。

V
畜
産
団
地
造
成
事
業
費
(
三

四
、
八
五
六
)
都
市
近
郊
の
畜
産
施

設
の
集
団
移
転
に
よ
っ
て
、
環
境
保

全
と
経
営
規
模
の
拡
大
を
は
か
る
た

め
、
二
年
計
画
で
黒
部
市
(
四
六
年

新
設
)
福
野
町
(
四
五
年
着
工
)
が

実
施
す
る
事
業
に
助
成
す
る
。
ま
た

先
進
地
調
査
も
別
に
行
な
う
。

V
生
乳
処
理
合
理
化
事
業
費
(

一
、

0
0
0〉
牛
乳
消
費
量
は
、
季

節
に
よ
っ
て
変
動
が
大
き
く
、
冬
季

に
発
生
す
る
余
剰
乳
の
処
理
が
困
難

な
の
で
、
北
陸
三
県
、
畜
産
振
興
事

業
団
、
農
業
団
体
が
出
資
し
、
加
工

， 
v 

193億4086万4千円

次
代
を
に
な
う
青
少
年
は
、
富
山

県
の
宝
で
す
。
青
少
年
を
の
び
の
び

と
す
こ
や
か
に
、
正
し
い
豊
か
な
人

格
に
育
て
あ
げ
る
の
は
、
何
と
い
っ

て
も
基
本
は
教
育
で
す
。

学
校
教
育
を
い
っ
そ
う
充
実
す
る

と
と
も
に
、
青
少
年
の
海
外
派
遣
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
、
文
化
活
動

の
振
興
な
ど
を
は
か
つ
て
、
若
い
世

代
の
健
全
な
育
成
に
努
め
よ
う
と
す

る
施
策
で
す
。

若
人
を
海
外
派
遣

V
富
山
県
青
年
の
船
派
遣
事
業
費

三
三
二
、
三
三
二
千
円
)
県
内
在
住

の
青
年
九
十
人
を
、
九
月
二
十
七
日

か
ら
十
二
日
間
、
韓
国
、
台
湾
、
香

港
に
派
遣
し
、
青
年
に
国
際
理
解
を

採
め
さ
せ
、
社
会
庄
市
肢
を
h

氏
う
d

V
二
上
古
少
年
の
一
家
体
育
飢
住
設

貨
補
助
金
(
一
四
、

一
O
O
)
二
上

占
少
年
の
家
に
十
種
位
の
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
体
育
館
を
建
設
す
る
補
助

金。

会
社
を
創
設
し
て
酪
農
振
興
と
牛
乳

供
給
の
安
定
を
は
か
る
。

V
へ
い
獣
焼
却
施
設
設
置
事
業
(

八
、
五

O
O
)
畜
産
の
多
頭
羽
飼
育

の
伸
展
に
よ
っ
て
、、

伝
染
病
な
ど

の
疾
病
に
よ
る
死
体
の
処
理
が
む
ず

か
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
防
疫
を

完
全
に
し
、
環
境
衛
生
を
保
つ
た

め
、
農
業
団
体
で
計
画
し
て
い
る
高

性
能
の
焼
却
施
設
建
設
に
助
成
す

る。
緑

を

守

る

V
樹
芸
林
業
振
興
事
業
費
(
二
三

九
〉
環
境
緑
化
の
た
め
の
観
賞
木

の
需
要
が
年
々
増
加
し
て
い
る
の

で
、
森
林
組
合
が
行
な
う
山
引
苗
の

採
取
や
、
幼
苗
の
購
入
に
補
助
し
、

山
村
の
現
金
収
入
確
保
対
策
に
あ
わ

せ
て
、
自
生
植
物
の
乱
獲
防
止
を
は

か
る
。V
全
国
植
樹
祭
記
念
造
林
事
業
補

助
費
(
二
、

0
0
0
)
四
十
四
年
五

月
全
国
植
樹
祭
に
お
い
て
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
が
お
手
播
き
に
な
っ
た

タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
の
首
木
を
、
公
共
団

体
へ
無
償
配
布
し
、
造
林
費
の
補
助

を
す
る
。
V
県
単
林
道
法
面
緑
化
補
助
事
業

費
(
三
、

0
0
0
)
山
肌
が
む
き
出

し
な
っ
て
い
、る
林
道
は
、
落
石
や
く

ず
れ
に
よ
り
通
行
不
能
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。
防
災
上
も
、
自
然
景
観
保

護
の
面
か
ら
も
、
放
置
し
て
お
く
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
三
カ
年
計
画

で
、
幹
線
的
林
道
四
十
一
路
線
を
緑

化
、
関
係
市
町
村
に
三

O
軒
補
助
す

る。
V
水
産
加
工
残
さ
い
対
策
費
(
五

、
五
O
O〉
水
産
物
加
工
に
伴
な
う

残
さ
い
に
よ
る
、
ネ
ズ
ミ
や
ハ
エ

、

悪
臭
、
汚
水
の
害
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
、
年
次
的
に
残
さ
い
処
理
施
設
の

新
設
に
助
成
す
る
。

中
小
企
業
の

公
害
施
設
に
融
資

V
中
小
企
業
技
術
改
善
促
進
資
金

。ニO
、

0
0
0
)
中
小
企
業
の
労

働
力
不
足
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

体
質
の
近
代
化
、
合
理
化
を
は
か
る

た
め
、
省
力
効
果
が
著
し
く
、
か
っ

高
性
能
な
機
械
を
設
備
す
る
場
合
に

は
、
融
資
限
度
二
千
万
円
、
貸
付
期

間
五
年
、
利
子
年
七
軒
。
新
技
術
の

開
発
に
要
す
る
場
合
に
は
、
融
資
限

度
五

O
O万
円
、
貸
付
け
期
間
三

年
、
利
子
年
七
軒
。

V
中
小
企
業
公
害
測
定
施
設
設
置

費
(
二
、

0
0
0
)
中
小
企
業
が
、

自
社
の
公
害
の
実
態
を
測
定
す
る
た

め
の
機
器
の
設
置
が
困
難
な
場
合
、

こ
れ
に
代
っ
て
、
商
工
関
係
団
体
が

公
害
測
定
器
具
を
設
置
し
た
と
き

に
、
県
が
そ
の
団
体
に
対
し
て
助
成

‘道

す
る
。
本
年
度
は
四
カ
所
予
定
。

V
中
小
企
業
緊
急
融
資
資
金
(
一

0
0、
0
0
0〉
中
小
企
業
の
連
鎖

倒
産
を
防
ぐ
な
ど
、
不
況
時
の
企
業

金
融
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
、
信

用
保
証
協
会
を
通
じ
て
市
中
金
融
機

関
に
預
託
。
金
融
機
関
は
そ
の
三
倍

以
上
に
し
て
企
業
に
融
資
す
る
。
融

資
限
度
三

O
O万
円
、
貸
付
期
間
一

年
、
利
子
年
八
軒
。

V
産
業
労
働
力
確
保
と
職
場
適
応

対
策
費
(
一

、
九
五
三
〉
新
規
学
卒

者
を
中
心
に
、
県
外
労
働
力
の
積
極

的
導
入
を
は
か
る
た
め
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
を
従
前
の
北
海
道
、
東
北
、
九

州
地
域
の
ほ
か
、
こ
と
し
さ
ら
に
四

国
、
沖
縄
地
域
に
拡
大
す
る
。
新
た

に
北
海
道
と
秋
田
に
駐
在
員
を
配
置

す
る
。
ま
た
、
職
場
適
応
指
導
員
を

、
高
岡
職
業
安
定
所
に
設
置
す
る
。

V
農
業
者
転
職
訓
練
費
(
八
、
九

五
四
)
総
合
農
政
の
一
環
と
し
て
、

農
業
以
外
へ
転
職
希
望
す
る
農
業
者

に
対
し
、
三
カ
月
、
六
カ
月
訓
練
を

無
料
で
行
な
う
。

V
短
期
転
職
訓
練
実
施
費
(
六
四

九
)
中
小
企
業
に
働
く
技
能
労
働
者

が
、
こ
ん
ご
の
技
術
革
新
、
労
働
力

の
流
動
化
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
企

業
の
要
望
に
よ
る
受
託
に
よ
っ
て
、

こ
と
し
は
成
人
訓
練
を
三
八

O
名
予

定
。
主
に
夜
間
二
週
間
J
二
カ
月
間

実
施
す
る
。

1'0 

他

80億7183万2千円

青少年をのびのびとすこやかに育てよう

のそ• 

幅
広
く
県
民
の
声
を
き
く

V
地
方
県
民
相
談
室
設
置
費

(二
、
五
一
四
千
円
)
県
政
に
対
す

る
意
見
や
要
望
、
苦
情
な
ど
の
相
談

業
務
に
つ
い
て
、
四
月
か
ら
高
岡
、

魚
津
、
砺
波
の
各
総
合
庁
舎
に
地
方

相
談
室
を
設
け
、
県
民
の
利
便
を
は

か
り
、
県
民
と
と
も
に
歩
む
県
政
を

遂
行
す
る
。
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みんなの県政

iI民政ω
極通園
2月15日-3月14日

2月15日 富山県農業者連盟結成。

2月18日 第17回富山県統計大会ひらく。 38

名表彰。

2月17日 世界卓球代表に福野嬢、山口嬢決

定。

2月17日 県体は8月21日から3日間に決定

2月18日 第 l回富山県母親大会ひらく。

母親クラブの運営や児童の健全育成など

の積極的向上を研究協議。

2月20日 2月定例県議会ひらく。

。r2月22日 米生産調整の市町村配分きまる。
米の生産調整の市町村別目標数量を配分

昨年の2.24倍と厳しいものになった。

2月24日 県に特別交付金16億3千万円。

グ之月24日 新港広4企業誘致、覚書きに調印。

つ3月 1日 上平村の村営パス走る。
3月 4日 職業訓練展ひらく。即売好評。

司3月 6日 県議選で初の選挙公報発行。 4月

の県議選から、はじめて選挙公報を発行。

県下全家庭へ配布することにきめた。

3月 8日 46年度県予算963億8千万円。2月

定例県議会で一般会計予算など83案件を原

案どおり可決。今期最後の県議会を終えた

グ3月 8日 各種学校設置者らを表彰。

〆3月 8日 自衛隊入隊者の壮行会。今春高校

卒28人入隊。

{)3月 8日 五カ山など特別豪雪地帯に指定か

中井衆議院災害特別委員長らは、特別豪雪

地帯指定の実情を調査に来富し、五カ山地

方を視察。遅く とも 5月初旬までに特別豪

雪地域を指定したし、と語った。

15 

46年度予算など可決 (3月8日〉
豪雪地帯を視察する衆議院災害特別委員の一行(3月8日)

「いっしょうけんめい頑張ります」と 自衛隊入隊者 (3月8日〉
高等技能学校生の作品展示即売(3月4日)
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みんなの県政

知
に

*ヲ~*ヲ~**古ヲ使交

九三
〔黒 部中学校教頭1
富山県史編さん専門委員J

り

将¥

花折

5交フ

フ

プ
ラ
ス
チ
ヴ
ク
は

軽
く
て
じ
よ
う
ぶ
、
色
彩
が

美
し
く
形
も
自
由
に
な
る
と
い

う
特
色
を
持
っ
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
私
た
ち
の
身
の
回

り
の
品
に
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
製
品
の
特
色

を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
た

め
に
、
取
り
扱
い
方
が
不
適
当

で
あ

っ
た
り
し
て
、
そ
の
特
性

を
生
か
し
て
使
っ
て
い
な
い
場

合
も
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
は
、
執
…で

軟
化
す
る
性
質
の
も
の
と
、
硬

化
す
る
性
質
の
も
の
と
が
あ
り

ま
す
。
熱
に
対
す
る
性
質
が
ま

っ
た
く
異
な
る
の
で
、
食
器
な

ど
で
不
適
当
な
取
り
扱
い
を
す

る
と
、
す
ぐ
だ
め
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

雪
深
い
富
山
県
で
は
、
雪
解
け
と

と
も
に
一
時
に
花
が
咲
い
て
し
ま

う
。
そ
れ
だ
け
に
花
は
春
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
。

花
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
花
見
を
連

想
す
る
が
、
農
家
の
人
々
は
稲
作
開

始
の
さ
き
ぶ
れ
と
思
っ
た
。
苗
代
に

種
籾
を
ま
い
た
ら
、
水
口
に
御
幣
を

立
て
る
。
杉
葉
を
さ
す
こ
と
な
ら
い

つ
も
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
む
か
し

は
水
口
に
、
山
か
ら
と
っ
て
き
た
花

の
枝
を
き
し
た
。

現
に
石
川
県
珠
洲
市
で
は
「
旧
四

月
八
日
に
山
の
神
が
、
こ
ぶ
し
の
花

に
乗
っ
て
田
に
降
り
ら
れ
る
」
と
い

う
伝
承
が
あ
り
、
そ
し
て
「
こ
の
花

ス

チ

ク

製

ツ
貝

しミ

方、

全日本プラスチック成形
工業連合会のマーク

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
は

①
ス
チ
ロ
ー
ル

11
8。
ロ
ー
さ
。
の

で
軟
化
し
は
じ
め
、
ツ

メ
で
軽
く
は

じ
く
と
金
属
音
に
近
い
音
が
す
る
。

カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
の
よ
う
な
加
工
を
ほ

ど
こ
し
た
製
品
に
使
用
。

②
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
|
|
薬
品
や
低

温
に
強
く
、
落
し
て
も
わ
れ
に
く

く
、

ロ
ウ
の
よ
う
な
感
じ
の
も
の

で
、
指
先
で
は
じ
い
て
に
ぶ
い
音
が

す
る
。
ザ
ル
、
ゴ
ミ
容
器
、
バ
ケ
ツ

な
ど
に
使
用
。

③
ポ
リ
プ

ロ
ピ
レ
ン
|
|
熱
に
強
く

何
回
煮
沸
し
て
も
耐
え
、
薬
品
に
も

強
い
。
密
閉
容
器
や
洗
い
お
け
な
ど

に
使
用
。

④
ア
ク
リ
ル
|
|
非
常
に
透
明
度
が

高
い
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
な
ど
に

使
用
。
熱
を
加
え
る
と
硬
く
な
り
、

一
度

か
た
ま
る
と
あ
と
で
熱
を
加
え
て
も

柔
ら
か
く
な
ら
な
い
性
質
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク。

①
メ
ラ
ミ
ン
|
|
陶
磁
器
に
似
て
お

り
熱
、
薬
品
、
水
に
強
い
。
子
供
用

の
食
器
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

②
ユ
リ
ア
1

l
不
透
明
で
硬
く
、
熱

に
強
い
が
煮
沸
で
き
な
い
。

い
つ
も
き
れ
い
に

い
ず
れ
の
樹
脂
も
よ
ご
れ
や
す
く

ま
た
傷
も
つ
き
や
す
い
の
で
、
そ
の

が
水
口
に
立
て
ら
れ
る
」
と
い
う
。

立
山
町
芦
瞬
寺
に
は
、

「お
花
山
」

と
い

っ
て
、

正
月
神
で
あ
る
若
木

を
手
折
っ
て
、
各
家
々
に
迎
え
る
の

も
、
明
ら
か
に
珠
洲
市
の
そ
れ
と
と

も
に
、
神
の
依
代
で
あ

っ
た
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
。

富
山
県
に
は
、
も
う
古
代
人
が
花

に
乗
っ
て
降
臨
す
る
神
を
迎
え
る
態

れ
て
い
て
、
こ
の
日
は
村
や
近
在
の

人
達
が
寺
参
り
に
列
を
な
し
て
山
へ

登
っ
て
行
く
。
こ
の
日
は
会
社
や
工

場
も
休
ん
で
、
晴
れ
着
姿
で
の
山
遊

び
で
あ
る
。
老
幼
男
女
を
問
わ
ず
、

打
ち
つ
れ
て
見
晴
し
の
よ
い
場
所
で

ご
馳
走
を
食
べ
て
、
終
日
遊
び
暮
ら

す
。
い
ま
も
土
地
の
人
々
は
こ
の
こ

と
を
「
山
行
き
」
と
い

っ
て
、
娯
楽

度
は
、
失
な
わ
れ
て
し
ま

っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
ま
だ
八
尾
町
や
氷
見

市
に
は
、
「
山
行
き
」
の
行
事
の
中

に
、
そ
の
習
俗
の
片
り
ん
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
、
福
光
'の

「
山
行
き
」
は
年
々
の
盛
況
を
見
せ
て

い
る
。
例
年
法
林
寺
部
落
の
山
田
に

あ
る
光
徳
寺
で
は
、
蓮
如
を
し
の
ぶ

蓮
如
忌
が
四
月
二
十
五
日
に
行
な
わ

日
日口扱

し、

方

場
合
は
さ
ら
し
粉
な
ど
漂
白
剤
や
、

ク
レ
ン
ザ
ー
を
使
っ
て
製
品
の
肌
を

荒
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

買
い
方
の
ポ
イ
ン
ト

①
品
質
表
示
の
あ
る
商
品
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

②
目
的
に
あ
っ
た
も
の
を

材
質
、
大
き
さ
、
デ
ザ
イ
ン
は
、

目
的
を
考
え
て
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

一
般
に
単
純
な
デ
ザ
イ
ン
の

も
の
の
方
が
、
あ
き
が
こ
な
い
し
、

実
用
的
で
す
。

③
ど
ぎ
つ
い
色
は
さ
け
る

色
の
濃
厚
な
場
合
は
、
色
素
の
情

け
出
す
も
の
や
、
再
生
品
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
値
段
の
安
す
ぎ
る
も
の
に
注
意

材
質
の
悪
い
も
の
、
製
造
工
程
で

手
を
抜
い
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す

⑤
良
い
庖
を
選
ぶ

⑤
厚
手
の
し
っ
か
り
し
た
も
の
を

⑦
キ
ズ
、
ヨ
ゴ
レ
に
気
を
つ
け
て

③
特
に
J
I
S
規
格
で
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
食
器
に
つ
い
て
は
、
対
煮
沸

性
の
四
つ
の
区
分
を
設
け
て
い
ま
す

(
ア
)
繰
り
返
え
し
煮
沸
し
て
も
変
化

し
な
い

(
イ
)
一
回
の
煮
沸
で
は
変
化
し
な
い

(
ウ
)
煮
沸
す
る
と
変
化
す
る
が
、
沸

湯
水
を
入
れ
て
も
変
化
し
な
い

(
エ
〉
沸
湯
水
を
入
れ
る
と
変
化
す
る

的
な
行
事
と
し
て
い
る
。
こ
の
地
方

の
人
は
慰
安
旅
行
も

「
山
行
き
」
と

よ
び
な
ら
わ
し
て
い
る
の
が
面
白

い
。
し
か
し
「
山
行
き
」
は
本
来
H

木
の
神
道
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ

り
、
蓮
如
忌
は
中
世
に
、
成
立
し
た

行
事
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
つ
ま
り
古

い
信
仰
と
新
し
い
信
仰
が
合
わ
さ

っ

て
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
昔
か
ら
の
信
仰
的
な
中

心
部
は
抜
き
去
ら
れ
、
花
が
咲
け
ば

よ
っ
ぱ
ら
い
が
く
だ
を
ま
く
と
い
う

花
見
風
景
に
変
わ

っ
て
し
ま
っ
た
。

つ
ま
り
神
様
を
置
い
て
き
ぼ
り
に

し
た
の
が
現
代
の
花
見
で
あ
る
。
た

だ
こ
の
福
光
地
方
に
残
る
花
折
り
の

童
謡
は
、
神
の
実
在
を
信
じ
た
こ
ろ

の
謡
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

わ
ら
き
こ
ど
ん
ど
も
花
折
り

に
行
か
ん
か
な
ん
の
花
折
り
に

桜
花
折
り
に
一
本
折
っ
て
は
腰

に
さ
し
二
本
折
っ
て
は
笠
に
さ

し

16 

云
々
と
、

て
い
る
。

い
ま
も
歌
わ
れ
は
や
さ
れ

l
l山
の
花
を
手
折

っ
て
き
て
田
の

水
戸
に
さ
し
、
神
を
祭
っ
て
祝
宴
を

設
け
る
|
|
こ
の
一
連
の
行
事
こ
そ

農
民
の
古
い
信
仰
で
あ
っ
た
ら
し

B
U
 花

見
は
春
の
行
楽
。
花
を
め
で
る

心
。
こ
れ
ほ
ど
季
節
に
密
着
し
た
行

事
は
珍
ら
し
い
。
桜
花
の
下
で
大
勢

が
喜
び
を
と
も
に
し
、
し
か
も
勝
手

に
た
の
し
め
る
と
こ
ろ
が
現
代
生
活

に
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
い
ま
で

は
む
し
ろ
風
流
人
は
遠
ざ
か
り
、
ふ

だ
ん
は
風
流
な
ど
と
縁
の
遠
そ
う
な

一
般
人
が
、
利
害
関
係
を
忘
れ
る
機

会
を
も
っ
た
こ
と
に
、
風
流
め
い
た

満
足
を
感
じ
て
い
る
。

品質表示の見方

‘ i 
使用中封脂名・・桔f脂の手重類がわかればそれぞ

恥 m 荷脂め特徴を考慮、しむが

品をi霊べます。

耐熱温度肘....どの程度の高温にまで耐える

かを示すもので、 その温度ま

では軟化して形がくずれ fてη

もろくな っ1たりする ニと ら〈

普通の使用ができる ニと を示

ー 'L...て¥，./;1:す。

雨露連度予 、g0程度の低温にまで耐える
ヵ、を示すもので、 そのi昆度ま

て吋立ヒビワレし fてりしら ν で

普通の使用ができることを示

しています 。

水を一ばい高 T二し?ときの容

量を示してレます。

セ

チ

上

I 5セ/チメー

格t

ごEヨ
um  

j皇

牢斗

繋L

-.6. 
rp  

原

而f

市サ

円坐，

fヨr

とがあります 。

表 者刀主
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果
樹
園
を
や
り
た
い
が

答

お
た
ず
ね
の
果
樹
園
芸
関
係
で

利
用
で
き
る
資
金
を
み
て
み
ま
す

と
、
あ
ま
り
種
類
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ま
ず
、
農
業
近
代
化
資
金
の

三
号
資
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
資
金
は
、
果
樹
、
オ
リ
ー

ブ
、
茶
、
ホ
ッ
プ
、
ク
ワ
、
ア
ス
パ

ラ
カ
ス
の
植
栽
、
育
成
に
必
要
な
資

金
を
貸
し
付
け
る
も
の
で
す。

貸
付
け
の
対
象
は
、
農
家
や
農
業

法
人
で
貸
付
利
子
は
農
家
で
年
五

・

こ
が
、
償
還
期
間
は
農
家
が
十
五

年
、
三
年
か
ら
七
年
の
据
置
期
間
を

含
み
ま
す
。

融
資
限
度
は
、
農
家
で
二

O
O万

円
、
法
人
で
一

、

0
0
0
万
円
で

す
。
五
十
M
l
以
上
経
営
す
る
農
家

で
、
と
く
に
知
事
が
そ
の
必
要
性
を

認
め
た
も
の
は
、
申
請
に
よ
っ
て
、

一
、

0
0
0万
円
ま
で
借
り
る
こ
と

人
間
の
性
格
や
、
く
せ
と
い
う
も

の
は
、
自
分
で
こ
う
だ
と
思
っ
て
い

て
も
、
案
外
そ
う
と
も
限
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
、
よ
く
あ
る
も
の
だ
。

こ
と
に
、
変
わ
っ
た
環
境
に
身
を
置

い
て
み
る
と
、
思
い
が
け
ぬ
自
分
を

発
見
し
て
、
オ
ヤ
と
思

へ
k
i

う
こ
と
が
あ
る
。

晶
吋一

hy

も
う
古
い
話
に
な
る
泊
唱

が
、
私
自
身
も
、
自
分

r
f

で
は
わ
り
あ
い
開
放
的
な
人
間
だ
と

思
っ
て
い
た
し
、
ま
た
他
人
か
ら

も
、
大
体
そ
の
よ
う
な
評
価
を
与
え

ら
れ
て
い
た
筈
だ
っ
た
。
高
校
を
卒

業
し
、
生
ま
れ
て
初
め
て
家
を
離
れ

て
、
大
学
の
寮
に
入
っ
た
。

戦
争
中
、
昭
和
十
九
年
四
月
頃
だ

っ
た
。ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
私
は
学
徒
動

員
に
よ
り
幹
部
候
補
生
と
し
て
、
水

戸
陸
軍
航
空
通
信
学
校
に
在
学
し
、

日
々
の
通
信
に
関
す
る
一
切
の
こ
と

を
教
育
さ
れ
て
い
た
。

k
t
t

母
は
、
幼
い
子
供
達

量

温

調

ま
で
い
る
多
忙
な
な
か

/
伊
一弘引

か
ら
、

一
カ
月
に
い
ち

J
f
j

ど
ぐ
ら
い
、
汽
車
に
乗
る
の
も
思
う

に
ま
か
せ
な
い
の
に
、
面
会
の
た
め

夜
行
で
来
て
、
そ
の
日
の
夜
行
で
帰

っ
て
い
っ
た
。

駅
で
別
れ
る
時
、
顔
は
笑
っ
て
い

て
も
、
胸
の
中
で
は
、
可
愛
い
さ
の

も
で
き
ま
す
。

こ
の
資
金
の
申
し
込
み
窓
口
は
、

農
協
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
果
樹
園
経
営
改
善
資
金

も
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
資
金
は
、
柑
橘
類
の
果
樹
、

リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、
モ
モ
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
、

ピ
ワ
、
カ
キ
、
ク

リ
、
ウ
メ
の
新
植
、
改
植
の
資
金
と

し
て
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
果
樹
の
定
植
、
樹
苗
育

成
、
果
樹
棚
の
設
置
、
樹
園
地
の
整

備
と
、
植
栽
二
年
目
か
ら
成
木
に
な

る
ま
で
の
肥
培
管
理
の
資
金
と
し
て

も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
資
金
を
借
り
ら
れ
る
人
は
、

農
家
や
農
家
法
人
で
、

「
果
樹
園
経

営
計
画
」
が
知
事
の
認
可
に
な
っ
た

人
で
す
。

貸
付
利
子
は
、
年
五

・
五
軒
で

す
。
償
還
期
間
は
二
十
五
年
ま
で
で

す
が
、
十
年
以
内
の
据
置
期
間
を
含

み
ま
す
。
融
資
限
度
は
農
家
で
二
五

O
万
円
、
農
業
法
人
で
一

、

0
0
0

万
円
ま
で
で
す
。

ま
た
、
台
風
そ
の
他
で
損
害
を
こ

う
む
っ
た
と
き
に
活
用
で
き
る
果
樹

植
栽
資
金
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
東
北
、
関
東
、
関
西
、

九
州
と
、

ほ
と
ん
ど
日
本
各
地
の
出

身
の
人
達
と
起
居
を
共
に
し
た
が
、

こ
の
中
で
、
案
外
自
分
は
閉
鎖
的

で
、
人
見
知
り
す
る
部
分
が
あ
る
。

ネ
チ
コ
チ
と
物
事
を
考
え
つ
め
る
と

処
世
上
手
。
悪
く
い
え
ば
、
陰
気
で

冷
淡
だ
と
い
え
る
。
朗
ら
か
な
方
だ

と
思
っ
て
い
た
自
分
で
も
、
瀬
戸
内

生
ま
れ
の
朗
ら
か
さ
に
は
、
つ
い
て

ゆ
け
な
か
っ
た
し
、
九
州
生
ま
れ
の

激
し
さ
は
、
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ

井
の
中
の
蛙
に
な
ら
ぬ
よ
う

こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。
そ
う
思
っ
て
見
る
と
、
各
県

各
様
の
、
い
わ
ゆ
る
お
国
気
質
と
い

う
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
う
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
富

山
県
人
は
、
大
体
に
お
い
て
冷
静
で

あ
ま
り
、
涙
を
流
し
て
い
る
に
違
い

な
い
。
と
私
に
は
痛
い
ほ
ど
よ
く
わ

か
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
時
、
つ
い
私
の
ほ
う
が
涙

が
あ
ふ
れ
出
そ
う
に
な
り
、
あ
わ
て

て
反
射
的
に
、
大
き
な
声
で
、

「お

母

母
さ
ん
、
元
気
に
や
り
ま
す
」
と
、

敬
礼
を
す
る
や
、
か
か
と
を
返
え

し
、
さ
っ
と
学
校
へ
の
道
を
直
進
し

な
が
ら
、
母
の
一
心
を
思
い
、
た
だ

感
涙
に
咽
ぶ
だ
け
だ
っ
た
。

そ
の
夜
は
、
ベ
ッ
ド
の
中
で
、
こ

r-!::-t-
j¥ .. 

場

秀

た
。
ま
た
、
東
北
人
の
お
っ
と
り
と

し
た
人
の
良
さ
も
、
は
が
ゆ
い
こ
と

が
、
多
か
っ
た
。
何
処
が
良
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
在
で
も
、

富
山
は
人
の
気
質
の
面
で
、
住
み
に

く
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ

の
慈
愛
に
報
い
る
た
め
に
は
、

一
日

も
早
く
雄
々
し
く
な
ら
な
け
れ
ば

と
、
新
し
い
決
意
が
燃
え
あ
が
り
、

日
一
日
と
厳
し
い
訓
練
や
教
育
に
耐

え
て
、
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
っ
た

も
の
だ
。

Jし、

平

尾

ヒヱ4
日

復
員
し
て
か
ら
一
昨
年
ま
で
、
こ

の
母
と
い
っ
し
ょ
に
生
活
で
き
た
こ

と
は
、
兄
弟
中
、
長
男
と
し
て
い
ち

ば
ん
し
あ
わ
せ
だ
っ
た
と
、
い
ま
で

も
感
謝
し
て
い
る
。

母
が
病
ん
で
診
断
を
受
け
た
あ

こ
の
資
金
は
、
災
害
を
受
け
た
果

樹
の
改
植
や
補
植
に
必
要
な
資
金
を

貸
し
付
け
ま
す
。

農
家
や
法
人
が
、
こ
の
資
金
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
、
貸
付
利
子
は
年

六

・
五
軒
で
、
償
還
期
間
は
二
十
五

年
で
、
十
年
の
据
置
期
間
を
含
み
ま

す
。
借
り
ら
れ
る
資
金
の
最
高
額

は
、
事
業
費
の
八
割
以
内
で
申
し
込

み
は
農
協
の
窓
口
で
す
。

こ
れ
ら
資
金
の
貸
付
け
を
う
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

ま
ず
、
窓
口
で
あ
る
農
協
へ
借
入

申
込
書
を
提
出
し
ま
す
。

借
り
入
れ
申
し
込
み
を
し
て
か
ら
、

貸
付
承
認
を
経
て
、
実
際
に
資
金
が

貸
し
出
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
普
通
一

か
月
か
ら
二
か
月
か
か
り
ま
す
の

で
、
窓
口
で
あ
る
農
協
と
十
分
話
し

っ
合
た
う
え
、
し

っ
か
り
と
し
た
計

画
を
た
て
、
資
金
を
必
要
と
す
る
時

期
と
、
実
際
に
借
入
金
が
受
け
取
れ

る
時
期
と
が
、
う
ま
く
合
致
す
る
よ

う
に
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

(
農
業
経
済
課
〉
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こ
の
ペ

l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

質
問
に
お
答
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
て
先
は
富
山
市
新
総
曲
輪
一
の
七

富
山
県
庁
県
民
課

子

る
。
公
共
の
運
動
の
も
り
あ
が
ら
ぬ

点
、
文
化
的
な
施
設
や
雰
囲
気
に
乏

し
い
点
な
ど
は
、
み
な
、
こ
の
閉
鎖

的
な
県
人
性
に
由
来
す
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
富
山
県
出
身
の
経
済
人

は
多
い
が
、
政
治
家
、
文
化
人
を
挙

げ
る
と
な
る
と
、
そ
の
賓
困
さ
に
、

い
ま
さ
ら
な
が
ら
が
っ
か
り
す
る
こ

と
が
あ
る
。
む
か
し
と
は
社
会
事

情
、
経
済
事
情
も
変
っ
て
来
て
い
る

今
日
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
県

民
性
も
こ
ん
ご
は
大
い
に
変
化
す
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
井
の
中
の
蛙
に
な

ら
ず
、
大
海
に
身
を
お
い
て
み
て
反

省
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

(
富
山
市
宝
町
主
婦
〉

岡1

と
、
病
状
を
自
覚
し
、
子
供
達
み
ん

な
の
願
い
で
あ
る
入
院
手
術
を
拒

み
、
最
後
の
親
孝
行
だ
と
思
っ
て
、

私
の
わ
が
ま
ま
を
許
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
世
を
去
る
ま
で
、
み
ん
な
と
い

っ
し
ょ
に
い
た
い
。
み
ん
な
の
生
活

を
見
て
い
た
い
。
こ
う
涙
な
が
ら
に

頼
ま
れ
た
。

一
同
母
の
こ
の
最
後
の
頼
み
を
、

黙
っ
て
う
な
づ
く
よ
り
仕
方
が
な
か

っ
た
。い
ま
母
無
く
と
も
、
母
の
強
く
暖

か
な
心
が
、
私
達
の
心
の
中
に
脈
々

と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
。

(
富
山
市
山
王
町
日
校
神
社
宮
司
〉
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一、ニ、三、四……かけ声かけて

トランポリンによる機能訓練

特殊教育学級では

工作の勉強。手先

の訓練には最適

温湯を利用してマ

ッサージをするパ

上手になったネ

ただいま歩行の

訓練中。機能訓

ように・・・

練士はわが子の

生
ま
れ
つ
き
、
あ
る
い
は
ケ
ガ
や
病
気
可
手
や
足
が
不
自
由
に
な

っ
た
子
供
た
ち
が
大
勢
い
る
。

県
内
に
も
、
こ
う
し
た
子
供
た
ち
が
約
一

、

0
0
0人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
子
供
た
ち
の
た
め
に
か
光
の
さ
し
た
d

学
園
「
高
志
学
園
」
が
あ
る
。

こ
こ
は
、

一
μ
に
い

っ

て
障
害
児
の
た
め
に
病
院
と
学
校
を
兼
ね
備
え
、
専
門
的
な
治
療
と
正
規
の
義
務
教
育
が
同
時
に
受
け
ら

れ
る
施
設
で
あ
る
。

収
容
定
員
は
一

O
O名
で
、
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
男
女
。
通
園
訓
練
の
制
度
も
あ
り
、
毎
週
土
曜

日
に
訓
練
室
を
開
放
し
て
い
る
。

き
ょ
う
も
こ
の
子
ら
が
、

一
日
も
早
く
よ
く
な

っ
て
と
、
園
長
は
じ
め
、
医
師
、
教
師
、
機
能
訓
練
士

看
護
婦
、
保
母
さ
ん
ら
約
八

O
人
が
指
導
や
治
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。
県
で
は
こ
と
し
と
く
に
こ
の
よ
う

な
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
積
極
的
に
予
算
が
見
込
ま
れ
、
施
策
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。

県立高 志学園

富山市寺町205

ーブラ装置
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レヲりE弘ン
ヨヰ今反

阿尾城跡

-
広
報
誌
み
ん
な
の
県
政
配
布

県
民

の
み
な
さ

ん
と
の

山
政

の
パ

イ
プ
と
し
て
、
県
政

の
う
ご
さ
を
中

心
に

の
せ
た
雑
誌
で
す
。
市
町
村
・

病
院

・
銀
行
の
待
合
室

・
学
校

・
農

協
な
ど

へ
お
届
け
し
て
お
り
ま
す

の

で
、
回
覧
し
て
お
読
み
く
だ
さ
い

。



新入学児童を交通事故から守ろう

-;Eたlrrご1)なli 
J J ¥ごT3こくっ

あの一瞬のわき見運転が、か

けがいのない幼ない生命を奪っ

てしまった。

もう 、ア ッちゃんは、永遠に

帰ってこない。
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